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最近の統計によると，この 10年ほどの日本の論文生産数は漸減傾向にあるという．世
界の論文数に占める日本人による論文は，その割合のみならず，絶対数においても減っ
ているというのだから事は深刻である．その原因は多様だと思われるが，著者は日本人
の書く英語にも問題があるとみている．
本書の著者の金谷健一教授は，氏を知る人なら誰もが認める英語の達人である．いう

までもなく，ある言語の達人とよべるには，「聞く」「話す」「読む」「書く」という能力
すべてにバランスよく優れていることが必要である．「聞く」「話す」は瞬時の対応能力
であり，「読む」「書く」は場合によっては時間をかけた熟考が求められる能力である．
さらに，その言語が説明できるということも重要である．ただ喋ることができるという
だけでは，ネイティブであるかどうかにかかわらず，その言語の優れた使い手とはいえ
ない．本書の第 3章から第 4章までの「読解演習」では，著者自身が本書のために書き
下ろした専門的な英文を著者自身が解説している．こうしたことができる日本人は，そ
ういるとは思えない．
著者はこれまでも機会があるごとに，日本人の英語への注文を明解な説明と共に述べ

てきている．そのような著作物をはじめ，いまや，膨大な数の英語論文執筆や科学技術
英語に関する参考書が出版されている．実は，そのいずれであっても，「ただ読んだだ
け」では英語力の向上は見込めない．普段の，そして不断の「読む・書く」という作業
を通じて，多量の英語に接して初めて多少の向上が期待できるかどうかである．しかも，
研究の対象として論文の内容を単に解読するだけではなく，文章・文体・文法・形式にも
注意を向けた「英文を吟味して読む」という態度が重要である．ただし，そのような態
度の実現には，態度の基盤となる問題意識を持ち続ける必要がある．英文に接した瞬間
にそのような問題意識のスイッチを入れる，本書は正に，そのことを習慣づけるための
練習帳である．本書は，これまでの著者の日本人の英語に対する注文の集大成でもなけ
れば，それらの延長線上にあるわけでもない．むしろ，そうした注文に応えようにも適
切な学習手段が見出せずに困惑している読者のために，本書ではどうであろう，という
建設的な問いかけとして執筆されたものである．それだけに，著者の強い思いがこもっ
ており，他書に例を見ない特徴的な練習帳に仕上っている．
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全 11章から成る本書は，大きく二つのパートに分かれている．「技術英語のスタイ
ル—初めての人のために」と題された第 I 部は，技術英語に初めて触れる学生のために
書かれている．「技術英語」という「英語」があるわけではなく，また，技術の分野に
応じて英語が大きく変化するわけでもない．しかしそれでも，読者の当然の期待として，
その興味・関心に沿った素材が選ばれている必要があろう．そのような観点で第 I 部か
らキーワードを拾い出してみよう：「LATEX」「数値計算・式の計算」「プログラミング」
「確率」「ベクトルと行列」等々である．
まず特徴的なのが「LATEX」が最初に取り上げられている点である．数式記述に威力

を発揮する文書整形ソフトウエア LATEXの数式記述命令は，その数式の英語による読み
にほぼ対応している．最初の「足し算」の節の書き出しを原著のまま引用してみよう．
第 1行目は，数式の例とその読み，および対応する LATEX命令である．

『 a + b = c. a plus b equals c. a + b = c.

equal ...は「...に等しい」という他動詞である．主語は aであり，単数なので語尾
に sが付く．plusは前置詞であり，plus bは aの修飾句である．口語では plusを and

に換えてもよい．この場合，a and bは単数扱いでも複数扱いでもよい．
　注意すべきことは等号を含む式は文であるということである．したがって，必ず
主語と述語があり，末尾がピリオド (.)で終わる．』

(引用ここまで．太字も原文のまま.)

読者はここまで読んだだけでも，著者の複数のメッセージを感じ取るはずである．第 1

に，数式といえど声に出して読むということの大切さである．技術英語というと，声に
出して読む英語とは異質の言語であると考える初学者がいるかもしれないが，決してそ
うではない．本書では，いたるところで誤りやすい発音例への言及がある．そして，基
本的な用語・術語のまとめでは，すべての単語にアクセント記号が付されている．英語
話者 (ネイティブ) のような流暢な発音ができないとしても，語のどこにストレス (強
勢) を置くかこそが英文を正しく伝えるポイントだからである．
第 2のメッセージは，文には文法的構成があり，構成要素には，それらが担う文法的

機能があるということへの注意喚起である．これを当然のことと思っている読者でも，
上記例の plus の品詞までは注意が及ばないのが普通であろう．plus が前置詞であるか
どうかはともかく，そうしたことに注意を向ける態度を重視していることがうかがえる．
構成要素の一部である句読点も当然おろそかにしてはならず，第 10章で改めて「句読
点の使い方と省略の仕方」がまとめられている．
第 I 部の後半の 3章では，著者自身の書き下ろしの文章を題材として，それに解説

を加える形で，技術英語に典型的な表現がまとめられている．これら 3章はトピックに
よって分かれており，それぞれ「数値と誤差」「式の計算」「線形差分方程式」を扱って
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いる．これらの内容に馴染んでいる読者とそうでない読者とでは，これらの章への意欲
に差が出るかも知れない．それでも，理数系の英文教科書に典型的にみられる表現や論
文英語において利用価値の高い表現には，すべて脚注によって注釈が加えられているの
で，脚注から逆に本文をたどって前後を読むだけでも，一通りの勉強はできよう．
第 6章から始まる第 II 部「技術英語の文法—論文を書く人のために」では，これか
ら論文を書こうとしている人，あるいは既に英文論文を書いたことがある人に向けて，
注意すべき文法事項がまとめられている．
日本人の英語について，文法はよくできるが会話が苦手といった評価を見聞きするこ

とがある．「会話が苦手」はともかく，「文法がよくできる」という見方には，私は到底
賛同することができない．本書の根底にあると思われる，著者の日本人の英語に対する
問題意識というのは，結局のところ，文法上の問題に起因するものが大半のように思え
る．英文法を一通り学習し終えたはずの論文執筆者にとって，英文法再学習のための適
切な手段がないことが，貧弱な文法を使い続ける主因になっているように思う．そのよ
うな適切な手段を設計するのは容易なことではないが，本書の第 6章から第 10章，そし
て，そこに収められた練習問題は，これに対する著者なりの解答と捉えることができる．
最初の文法事項として，「冠詞の用法」 (第 6章) が取り上げられているのも象徴的で

ある．日本人にとって，この冠詞ほどやっかいなものはない．Theや aや anなど，実質
的な意味はほとんどないのに，正しく使っている英文とそうでない英文とでは，英文と
しての質・英文としての読みやすさに格段の差が生じるものはない．しかも，その「正
しさ」が絶対的でないばかりでなく，絶対的な場合ですら，そのことの説明は簡単では
ない．英語話者が読んで違和感のない冠詞の使い方ができているかどうかは，英文の質
を判断する重要な指標の一つである．
このようなやっかいな冠詞ではあるが，論理性を重視する技術英語においては，冠詞

の用法一般に比べた場合，その論理性をささえる要素として論理的な説明がしやすいと
いう側面があるのも事実である．やっかいな冠詞の説明を後回しにせずに，これを最初
の文法事項として取り上げることで，冠詞をあなどらず，しかし，それを恐れずという
態度を読者に期待している．
本書では，「冠詞」の用法が説明されたあと，第 7章で「不定詞」，第 8章で「動名
詞，分詞」の用法が取り上げられている．文法事項に特化した章は，以上 3章のみであ
る．英文法について一通り取り上げようとすると，ページ数が膨大となり，読者の学習
意欲にとって負の効果をもたらしかねない．これに対し本書では，技術英語執筆に役立
つ表現や日本人の間違いやすい表現に焦点をしぼって，解説と練習問題とが加えられて
いる．「動詞」「前置詞」等，その他の品詞については，第 11章の「よくある疑問や注
意すべき表現」の章に，それぞれ節が設けられている．
なお，第 11章はすべて Q & A 形式で説明が加えられている．そこで説明されている

3



ことを系統立てて網羅的に述べようとすると，著者のみならず，読者にとっても骨の折
れる作業が必要になる．これを本書では Q & A という形式を採用することで解消して
いる．そのような形式であるため，この章は気が向いたときにランダムに目を通すだけ
でも十分楽しむことができ，また大いに参考にもなる．この章にあるような疑問を一度
もいだいたことのない読者は，英文に接するときの態度に反省をせまられていると考え
なければならない．
さて，「練習帳」と銘打った本書の最大の特徴は，多くの練習問題とその解答および

解説にある．理数系のほとんどの教科では，良問をこなすことが，その修得の鍵である．
本書では，ほとんど全ての節に節単位の (ヒントつきの) 練習問題が用意され，各節の
要点が確認できるように工夫されている．また，そこに採用されている英文の多くは，
理数系の教科書や科学技術論文で実際に出現するような例である．英語修得において何
が良問かを一般的に論ずるのは簡単ではないが，本書では，対象とする英語および読者
を限定したことで，結果的に良問の集大成に成功している．そして見逃せないのは，全
ページ数の 20%近くを占める「解答と解説」である．正解の英文をただ示しただけでは，
「よくは理解できないが，それが正解なのだろう」という，あやふやな納得に終始する
おそれがある．あるいは，不熱心な読者は，自分なりの解答を十分考えることなく解答
ページを見ることもあろう．そのようなことを考慮した上で，本書の「解答と解説」(の
特に後半) では，単に解答を確認するためだけではなく，こここそが読者の学習の機会
であるという考えに基づいて解説がなされている．
本書は，研究者や学生の独習書としてはもちろん，大学学部・大学院の講義やゼミの

教材として利用することができる．ここで，教材とする場合の利用案を述べておこう．
まずは，第 1章「数式の読み方とLATEXによる書き方」と第 2章「基本的な専門用語」
を取り上げ，学生を指名して練習問題に順に取り組むのがよいだろう．LATEX利用に馴
染みのない読者であれば，これを機会に，数式記述から入って LATEXの本格的利用に進
むのも一案である．なお，第 1章には「英語で読め」という問題が数多く掲載されてい
る．この「声に出して読む」というスタイルは，たとえ問題文にそのような要求がない
場合でも習慣となるように努めることが大切である．第 2章を終えた後は，第 3章から
第 5章までの読解演習の章に進むのが順当であるが，受講生の専門分野によっては，う
ち 1章は自習に回すということがあってもよい．また，たとえば，第 3章と第 4章だけ
を教室で取り上げる場合，その途中に第 9章「定義や仮定の述べ方」，第 10章「句読点
の使い方と省略の仕方」をはさんでもよい．第 3章から第 5章までの読解演習の対象に
は，巻末に和訳が掲載されている．これらの和訳をきっかけにして，逆にそれらを英文
にすることも勉強になろう．これらの各章末には，英文の内容に関して日本語で答える
問題が用意されている．これらも日本語で答えるだけでなく，内容の理解が進んだなら，
英語での解答にも挑戦してみる必要がある．残った第 6章以降の章については，クラス
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の状況や残り時間を考慮して，教室で実際に取り上げる話題を取捨選択するとよい．
英語の重要性を再認識し，英語に再挑戦しようと思ったとき，理工系・技術系を専門

とすることほど幸運なことはないように思う．各自の興味・関心に合う英語から入るこ
とが英語上達の秘訣であり，スポーツに興味があれば，興味のある種目の英語にまずは
取り組んでみることが勧められる．しかし，手頃な英語を継続的に入手した上で，自分
の興味だけで学習を継続するというのは実は簡単なことではない．その点，理工系・技
術系の英語に接する場合，学生であれ職業人であれ，それが自分の専門分野に一致する
ということに加え，研究や仕事上の必要性という，ある程度の強制力が働くことになる．
いわば趣味と実益とを兼ねることができるのである．その上，これらの分野の英語は (少
なくとも理想的には)論理的であり，構成・構文のしっかりした英語が使われていて，文
学作品などに比較してはるかに単純明快である．かといって，特殊な記号を羅列した暗
号ではなく，日常的な利用価値の高い表現もふんだんに含まれている．
理工系・技術系に身を置くものは，このような幸運を生かさない手はない．英文に無

頓着なままネイティブ校閲に頼る論文執筆者がいるかもしれないが，幸運を生かすには，
その水準からの脱却を目指す必要がある．また，英語がどうであれ内容さえ良ければ採
択されると考えるとすれば，研究者本人の問題としては，それで解決するとしても，学
生や後進を指導する立場にある場合には，内容の是非が判断できるレベルまで，その論
文の英語を読み進めなければならないという事実を軽視してはならない．いずれの場合
でも，本書を教材として，学生や後進と共にさらなる上達を目指すことを勧めたい．

書誌情報

金谷健一
理数系のための技術英語練習帳
—さらなる上達を目指して—

共立出版 (2012年 3月)

B5版，265頁，定価 2700円＋税
ISBN: 978-4-320-00589-1

5



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


